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功　労　賞

奨　励　賞

田頭　裕之
愛媛大学医学部附属病院

續木　将人
香川大学医学部附属病院

石橋　徹
あかね会土谷総合病院

三木　章弘
香川大学医学部附属病院

山田　健二
徳島大学病院

佐内　弘恭
川崎医科大学附属病院

矢田　伸広
島根大学医学部附属病院

丸山　尚也
あかね会土谷総合病院

前田　幸人
香川大学医学部附属病院

日本放射線技術学会 中国・四国部会日本放射線技術学会 中国・四国部会

表　　彰表　　彰
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功　労　賞

奨　励　賞

茂木　大志
公益社団法人 愛媛県診療放射線技師会

会長

高山　裕健
下関市立市民病院

日本診療放射線技師会 中四国放射線技師会協議会日本診療放射線技師会 中四国放射線技師会協議会

表　　彰表　　彰
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企 業 展 示 EXHIBITION

❶ (株)エフテック　
 日本ヒューレット･パッカード(株）

❷ コニカミノルタヘルスケア(株）
❸ （株）AZE
❹ 東洋メディック(株)
❺ (株）島津製作所
❻ 日本メドトロニック(株）
❼ アミン(株）
❽ （株）マエダ
❾ ピー･エス･ピー（株）
10 東芝メディカルシステムズ(株)
11 富士フイルムメディカル(株)山口営業所
12 富士フイルムRIファーマ(株)
13 （株）ビゴメントソフトウェア
14 （株）根本杏林堂
15 (株)ネットカムシステムズ
16 ケアストリームヘルス(株)
17 バイオトロニックジャパン(株)
18 (株)日立メディコ
19 堀井薬品工業(株）
20 GEヘルスケア･ジャパン(株)
21 横河医療ソリューションズ（株）
22 EIZO（株）
23 (株）インフィニットテクノロジー
24 フォトロンメディカルイメージング(株)
25 ナカシマメディカルシステムズ(株）
26 アライドテレシス(株) 中国支社
27 (株)千代田テクノル

1F 海峡メッセ下関　展示会場

中四国放射線医療技術フォーラム（CSFRT）2013
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広告掲載企業一覧

日本メドラッド株式会社

日本化薬株式会社

ピー・エス・ピー株式会社

株式会社 カワニシ

朝日レントゲン工業株式会社 九州営業所

株式会社 フィリップスエレクトロニクスジャパン

メディケア株式会社

日本メジフィジックス株式会社

シーマン株式会社

富士フイルムメディカル 山口営業所

東洋メディック株式会社

横河医療ソリューションズ株式会社

株式会社 バリアンメディカルシステムズ

第一三共株式会社

フォトロンメディカルイメージング株式会社

富士フイルムRIファーマ株式会社

株式会社 マエダ

コニカミノルタヘルスケア株式会社

東芝メディカルシステムズ株式会社

有限会社 医建

株式会社 千代田テクノル

テルモ株式会社広島統括支店

協和発酵キリン株式会社

エレクタ株式会社

富士通株式会社

エーザイ株式会社

バイエル薬品株式会社

アミン株式会社

株式会社島津製作所

株式会社日立メディコ

株式会社インナービジョン

株式会社インフィニットテクノロジー

インフォコム株式会社

中外テクノスス株式会社

パナソニック システムネットワークス株式会社

株式会社 エフテック
 （順不同）
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編 集 後 記

CSFRT2013の編集を終えて

　本年のCSFRTは、山口県は下関の海峡メッセ下関で開催しました。

　中国・四国地域は、瀬戸内海で中国5県と四国4県が隔てられているにも関わらず、本州

最西端である下関に多くの方々が集い、研究発表において活発な議論をして頂いたことは大

会を開催した者としてはたいへん嬉しく思います。

　本大会では、一般演題に150演題の応募があり、口述発表106演題とCSFRTでは初めて

となる展示発表44演題を行いました。

　今回の大会テーマである「地方から世界へ」の言葉どおり発表スライドの英語表記を推

奨したところ、英語表記の発表スライドや展示ポスターをいくつか見ることができました。

また、後抄録も英語記述で頂いたものもあり、企画したわれわれも驚きを隠せません。これ

は、将来的には地方の学術大会でも英語発表が可能であることを示唆するものではないかと

個人的に感じました。

　9年前に全国で先駆けて岡山県から始まった日本放射線技術学会と日本診療放射線技師会

の共同開催学術大会も山口県で一巡し、来年度からは二巡目となります。来年度の岡山大会

からは両団体の更なる飛躍を期待しながら再度巡って来る山口大会を迎えたいと思います。

　最後に、演者の方々のご協力で短期間に編集できたこと感謝しております。また、本学会

にご協力して頂いた山口県の両会員の皆様ならびに本会にご協力頂いた企業の皆様に感謝す

ると共に、皆様の今後のご活躍ご発展を期待してペンをおきます。

 CSFRT2013実行委員長　岩永 秀幸




